
　

美
郷
町
の
魅
力
の
発
信
や
、
町
づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

美
術
評
論
家
の
高
階
秀
爾
さ
ん
、
北
都
銀
行
取
締
役
会
長
の
町
田
睿
さ
ん
、
日
本

学
士
院
会
員
の
佐
々
木
毅
さ
ん
、
絵
本
作
家
の
永
田
萠
さ
ん
の
４
名
に
美
郷
大
使

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
美
郷
大
使
で
あ
る
佐
々
木
毅
さ
ん
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

美郷大使
メッセージ

美郷大使

２
０
２
０
年
を
越
え
る
視
線
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さ
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佐
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昨
年
以
来
、
経
済
は
部
分
的
に
活
性
化
す
る

よ
う
な
兆
候
を
見
せ
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
ど
こ
ま
で
行
く
の
か
、
今
年
は
そ
の
真
価

が
問
わ
れ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
昨
年
は
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
り
、
経
済
も
そ
の
追
い
風

を
受
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
東
京
一
極
集
中
が
ま
す
ま
す
加

速
さ
れ
易
い
環
境
が
強
ま
り
、
各
地
域
の
経
済

の
か
さ
上
げ
に
ま
で
波
及
す
る
こ
と
を
予
想
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
が

昭
和
39
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
根
本
的
な
違

い
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
う
表
面
上
の
動
き
の
一
方
で
、
じ
わ

じ
わ
と
進
行
し
て
い
る
の
は
人
口
減
少
の
圧
力

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
建
設

業
を
中
心
と
し
た
「
人
出
不
足
」
で
す
が
、
復

興
に
し
ろ
、
何
に
し
ろ
、
思
い
通
り
に
進
ま
な

い
、
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
上
昇
と
人
件
費
の
コ
ス
ト
が
上
昇
す

れ
ば
、
円
安
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
活
動
の
環

環
境
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。
大
震
災
と
原
発
事

故
、
人
口
の
減
少
と
い
う
他
の
国
に
は
見
ら
れ

な
い
、
日
本
独
自
の
問
題
が
将
来
の
行
方
を
大

き
く
左
右
し
そ
う
で
す
。
全
国
津
々
浦
々
ま

で
、
経
済
成
長
を
及
ぼ
し
た
い
と
い
う
政
策
に

反
対
す
る
国
民
は
居
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
て
も
、

日
本
の
場
合
、
問
題
と
の
取
り
組
み
が
遥
か
に

難
し
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
問
題
は
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る

と
共
に
、
各
地
域
の
死
活
問
題
で
す
。
し
か

も
、
地
域
間
で
人
口
構
造
の
違
い
は
大
き
く
、

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
日
本
全
体
の
政
策

を
考
え
る
必
要
は
ま
す
ま
す
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
方
分
権
が
言

わ
れ
、
各
自
治
体
は
新
し
い
施
策
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
後
も
続
け

ら
れ
る
べ
き
で
す
が
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
観
点

か
ら
並
行
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
く
べ
き

時
期
に
来
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
２
０
２

０
年
を
越
え
る
視
線
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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。

　昭和17年、旧千屋村生まれ。昭和
48年に東京大学で法学博士の学位を
取得。東京大学法学部教授、同大大
学院法学政治学研究科長兼法学部長
などを経て、平成13年に東京大学総
長に就任。平成17年、紫綬褒章を受
章。日本学士院会員。東京都在住。

佐々木 毅さん
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　平成26年４月１日からの消費税率の改定（５％から８
％）に伴い、町が徴収している公共施設の使用料・利用
料を次のとおり改定します。

公民館使用料、学友館使用料、坂本東嶽邸使用料、リリオス使用料、
北・中央・南体育館使用料、野球場使用料、武道館使用料、雁の里
山本公園施設使用料、北・南・中央ふれあい館使用料、観光案内休
憩所使用料、ふれあい広場使用料、ふれあい広場駐車場使用料、に
ぎわい広場使用料、大台野広場使用料、カントリーパーク使用料、
あったか山温泉休憩料、コテージ・バンガロー・キャンプ場休憩
料・宿泊料、千畑温泉湯治館休憩料・宿泊料、サン・スポーツラン
ド使用料、湯とぴあ雁の里温泉談話室・研修室・調理実習室・視聴
覚室使用料、飯詰駅前多目的広場使用料、アクティセンター利用料、
堆肥センター利用料　など

　ご使用される皆さまには負担増となりますが、ご理解
をお願いします。

公共施設の使用料等を改定します

■
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

（
３
件
）

■
美
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　

い
て

　

美
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
後
松

順
之
助
氏
が
本
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、
福
田
世

喜
氏
（
寺
田
）
を
教
育
委
員
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
を

得
ま
し
た
。

■
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
関
係

　

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

　

（
下
記
参
照
）　

　

平
成
26
年
第
１
回
町
議
会
臨
時

会
が
１
月
14
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
美
郷
町
自
転
車
競
技
場
設
置
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補

　

正
予
算
第
９
号

　

宿
泊
交
流
施
設
建
築
工
事
費
の
増

額
、
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
費

の
追
加
、
文
化
財
保
存
事
業
費
補
助

金
の
追
加
な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
１
４
億
３
１
７
２
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
25
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事

　

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
４
号

報
告・同
意・可
決
さ
れ
た
案
件

第
1
回

町
議
会

臨
時
会

― 平成26年４月１日から ―

360円以上の使用料等を３％の改定
※10円未満の端数は切り捨て

一律３％の改定
※１円未満の端数は切り捨て簡易水道使用料、農業集落排水使用料、下水道使用料

基礎算定額に８％を乗じた額に改定
※１円未満の端数は切り捨て

行政財産使用料（土地使用料（１カ月未満の場合）、建物使用料）
道路占用料（１カ月未満の場合）

改定する主な使用料・利用料 改定の額等
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